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M2Mサービスを支える情報通信技術

特集編集にあたって

編集チームリーダー 源田浩一

「情報を記録する」から「情報を感知する」時代へ．

情報は意識・無意識にかかわらず発信され，そして膨大

な情報を基に高度に加工された情報，分析された情報が

降ってくる時代．そんな時代を支える情報通信基盤技術

の一つが M2M（Machine-to-Machine）プラットホー

ムである．

情報通信技術の進歩と通信料金水準の低下により，

M2M市場が今後急速に発展するとの予測も多い．情報

処理のクラウド化，情報端末のスマート化，センサ技術

の発達や高速無線アクセス通信の普及によるアンビエン

ト環境の整備等，M2Mを実現するための情報通信技術

は既に実用レベルのものも多い．また，通信モジュール

価格の低廉化や通信の料金水準の低下により投資対効果

のバランスも現実的となってきており，まさに機は熟し

てきた感がある．

本特集では，M2M を支える情報通信技術に着目し，

特にM2Mのネットワークアーキテクチャとしてサービ

ス共通基盤を活用するM2M，「水平統合型」M2Mに主

眼に置き，技術動向と課題，そして今後の展望を本分野

の有識者に解説頂いた．

1 章では，M2M 動向の総括として，社会基盤として

の M2M への期待と M2M ネットワークアーキテク

チャ，社会基盤化に向けての検討姿勢の在り方について

解説する．

2 章では，日米欧の各国政府の取組みや進行中の

M2M関連の研究開発プロジェクト，そして国際標準化

の動向を紹介する．

3 章では，M2M ネットワークの基本アーキテクチャ

である「垂直統合型」と「水平統合型」の概要と，

M2Mの社会基盤化に向けた「水平統合型」の要素技術

を中心に概説する．要素技術は，M2M デバイス，

M2Mデバイスを公衆網に接続するための自営系ネット

ワークであるM2Mエリアネットワーク，公衆網である

M2Mネットワーク，様々なアプリケーションに対し共

通的に活用される基盤機能を提供する M2M プラット

ホーム，M2Mアプリケーション，そして要素技術間の

プロトコルである．

4 章では，「垂直統合型」M2M の事例として，M2M

普及に向けて業界内で技術の統一化が進められている医

療分野とエネルギーマネジメント分野を取り上げ，標準

化・規格化の動向，サービスやトライアル事例を紹介する．

5 章では，「水平統合型」のM2Mアーキテクチャを支

える要素技術を個々に取り上げ解説する．M2Mエリア

ネットワークに関しては通信プロトコルとゲートウェイ

機能技術を，M2Mネットワークとしては特に膨大なデ

バイスを収容するための無線アクセスネットワーク技術

と，膨大なデバイスを公衆網に収容するためのデバイス

識別番号や遠隔監視等のデバイス管理に関する要件や技

術動向を紹介する．また，M2Mプラットホーム技術では，

センサ等を通して収集されるデータの特徴とリアルタイ

ムなデータ分析技術，及び目的に沿って利用者に気付き

を与えるコンテクストアウェア分析技術を紹介する．

6 章では，M2M のビジネス性の切り口から，M2M

の市場予測や，ビジネス展開上の課題と対処案を解説す

る．

M2Mサービスは環境等のあらゆる「もの」から感知

した情報を主として活用したサービスであり，北米が先

行している個人の購買や行動データの活用とは技術面で

異なる．日本がM2Mで世界をけん引できるチャンスは

十分にある．情報通信技術においてこれからも強い日本

を維持するために，本特集が少しでも手掛かりとなれば

幸いである．

最後に，御多忙にもかかわらず執筆に協力頂いた執筆

者の方々と，本企画を進める上で協力頂いた特集編集

チームの皆様並びに学会事務局の皆様に，この場を借り

て感謝の意を述べさせて頂く．
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